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論文投稿プロセスを変革する共同ライティングツール
Online LaTeX editor "Overleaf"
The collaborative writing tool with the possibility to change the manuscript submission Process
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近年，OverleafやAuthoreaといったオンラインLaTeXエディターの登場が相次いでいる。これらは単なる論文執筆の
ためのツールではなく，研究者のライフサイクルにおいて現在大学図書館がカバーしきれていない論文執筆から投稿・
出版のプロセスをサポートし，研究ワークフローのミッシングリンクを埋める可能性をもっている。従来のライティ
ングツールの枠組みを超え，論文投稿プロセスを変革する可能性を秘めたこの「共同ライティングツール」は，学術
情報流通にかかわる出版社・研究機関などにどのような影響を与えるのか。本稿では，共同ライティングツールにお
ける代表的なサービスOverleafに着目し，その概要，特徴的な機能そして導入事例の紹介を通じて，論文投稿プロセ
ス変革の可能性や大学図書館における研究支援のあり方を展望する。
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1. はじめに

2015 ～ 2016年にユトレヒト大学図書館が実施し
た「学術コミュニケーション・ツールの利用に関する
アンケート」1）の調査結果によると，研究者が論文を

執筆する際に利用するライティングツールといえば
Microsoft Word（以下，Word）が圧倒的に多く

（57.4％），次いで挙げられたGoogle Docs（20.5％）
とLaTeX注1）（11.6％）を合わせれば上位3ツールで約
9割（89.5％）を占めることが明らかになった（図1）。

図1　「学術コミュニケーション ・ ツールの利用に関するアンケート」1） のライティングツール利用調査結果より

出典 ： http://dashboard101innovations.silk.co/page/Write

http://doi.org/10.1241/johokanri.60.43
http://dashboard101innovations.silk.co/page/Write
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一方，近年新たなライティングツールが相次いで登
場している。Autho rea，Sha re LaTeXそして
Over lea fなどのオンラインLaTeXエディターであ
る。同アンケート結果では，Over lea f（1.2％）と
Authorea（0.9％）が上位に挙げられた。

これらはGoogle Docsのようにオンライン上で共
同執筆できる論文執筆に特化したツールであり，さ
らに，出版社とも共同編集できることから，本稿で
はこれらを総称して「共同ライティングツール」と
呼ぶ。共同ライティングツール登場の背景には，「共
著者層の変化」と「ライティング環境の変化」がある。
近年，論文の共著者数は年々増える傾向にあるとい
われる。国際化が進展する社会とインターネットの
普及も後押しし，これまで地理的な問題により実現
が困難であった共著者の多国籍化も広がりをみせて
いる。このため，国・地域や時差を超えて共同執筆
する環境が求められている。また情報技術の発展に
伴い，ワードプロセッサーで執筆する時代からパソ
コンにエディターソフトをインストールして利用す
る時代を経て，現在ではクラウド型Webサービスを
利用して共同執筆を進めることが主流になりつつあ
る。このような背景から共同ライティングツールは
登場したと考えられる。

海外の大学図書館では，研究支援の一環として
Over lea fやAuthoreaといった共同ライティング
ツールの導入が始まりつつある。これらは単なる論
文執筆のためのツールではなく，研究者のライフサ
イクルにおいて現在大学図書館がカバーしきれてい
ない論文執筆から投稿・出版のプロセスをサポート
し，研究ワークフローのミッシングリンクを埋める
可能性をもっている。

本稿では，共同ライティングツールの一つである
Overleafに着目し，その概要，特徴的な機能そして
導入事例を紹介する。Overleafは他の共同ライティ
ングツールに比べて利用者数が多く，また出版社と
の連携も進んでおり，共同ライティングツールにお
ける代表的なサービスといえる。

従来のライティングツールの枠組みを超え，論文
投稿プロセスを変革する可能性を秘めたこの共同ラ

イティングツールが，学術情報流通にかかわる出版
社・研究機関などにどのような影響を与えるのか。
Overleafの紹介を通じて，論文投稿プロセス変革の
可能性や大学図書館における研究支援のあり方を展
望する。

2. Overleafとは

Overleaf（旧称 WriteLaTeX，https://www.
overleaf.com/）は，オンラインでLaTeXを編集・
コンパイルできる共同ライティングツールとして，
共同創始者でありCEOのJohn Hammersley氏らに
より2012年に英国で立ち上げられた。数理物理学の
博士号を取得しているHammersley氏は，同僚の数
学者と論文を書くために満足できるコラボレーショ
ン方法がないことに不満を抱き，自らの手によりそ
の 問 題 を 解 決 し よ う と， 共 同 執 筆 の で き る
WriteLaTeXを立ち上げた。

2014年，WriteLaTeXはそのサービス価値と将来
性が評価され，英国の出版社Macmillanの一部門で
あるDigital Science社注2）から投資を受け，2015年
にはサービス名をOverleafに改名した。

現在では，約180か国・地域から60万人を超える
研究者によって利用され，800万件以上の論文など
がOverleaf上で執筆されている2）。

3. Overleafの特徴的な3つの機能

Overleafでは，基本的な機能と1GBのストレージ
容量が無料で利用できる。有料プラン「Pro」にアッ
プグレードすればほとんどの機能が利用でき，スト
レージ容量は10GBとなるフリーミアムモデルを採用
している3）。所属機関がOverleaf機関版を契約して
いれば，利用者は無料で「Pro」を利用できる。

利用者はWYSIWYG注3）エディターで原稿を執筆
することができ，LaTeXの特徴である複雑な数式も
きれいに出力するなど思い通りの組み版をすること
が可能である。文献管理ツールと連携できるため，
参考文献リストの作成も容易に行える。Spr i nge r 

https://www.overleaf.com/
https://www.overleaf.com/
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Na tu reなど多数の出版社に対応した投稿用フォー
マットが用意されているので，利用者は投稿規定に
沿った原稿書式設定を気にする必要がない。また，
Overleafで書き上げた原稿を，直接出版社に投稿す
ることも可能である。

以上のように，Overleafには従来のライティング
ツールと比べて優れている点が多々ある。本章では，
これらOverleafの特徴的な機能3点を詳述する。

3.1 LaTeX環境構築不要なWYSIWYGエディ
ター
通常LaTeXで執筆する場合，利用の前にLaTeX環

境を構築せねばならない。利用環境が複数ある場合
（たとえば，研究室と自宅など），それぞれのPCに環
境構築作業が必要となり，論文執筆の準備段階で非
常に手間がかかる。Overleafであれば，利用環境構
築は不要である。OverleafのWebサイトにアクセス
し，アカウントを取得すればすぐにLaTeX環境が利用
可能となる。Overleafはソフトウェアのインストー
ルが不要なWebサービスで，その点が「Goog l e 

Docs for researchers」注4）と称されるゆえんである。
Overleafの編集画面は左右に分割されており，左

側画面で入力した結果が右側画面にプレビュー表示
される（図2）。メニュー表示はすべて英語だが，日
本語を編集・プレビュー表示することも可能である。
また，編集可能なURLを共著者とシェアするだけで
リアルタイムに共同執筆が可能となる。

3.2 文献管理ツール連携
Wordがライティングツールとして多くの研究者に

利用されている理由の一つに，文献管理ツールとの
連携により参考文献リストを効率的に作成できるこ
とが挙げられる4）。ところがLaTeX環境では，文献管
理ツールとの連携ができず，一手間必要となる。こ
のような，WordにできてLaTeXにできない文献管理
ツール連携を，Overleafは可能とした。Overleafが
公式に対応している文献管理ツールはCi t eUL i ke，
ZoteroそしてMendeleyの3つである。Overleafは
コラボレーションの利用を促進・強調しており，中
でもMende l e y対応でその姿勢が顕著である。

図2　Overleafの編集画面

出典 ： �https://www.overleaf.com/blog/439-partnership-between-overleaf-and-cambridge-university-press-provides-a-new-
academic-authoring-experience#.WMJOVhhh2T8

https://www.overleaf.com/blog/439-partnership-between-overleaf-and-cambridge-university-press-provides-a-new-academic-authoring-experience#.WMJOVhhh2T8
https://www.overleaf.com/blog/439-partnership-between-overleaf-and-cambridge-university-press-provides-a-new-academic-authoring-experience#.WMJOVhhh2T8
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Mendeleyでは，利用者同士でグループをつくり，そ
のグループ内で文献情報を共有することができる5）。
Overleafは，このMendeleyのグループ機能にも対
応し，個人だけで管理している文献情報はもちろん
のこと，グループで共有する文献情報についても参
考文献リスト作成をサポートしている。これは，
OverleafとMendeleyのオープンでコラボレーティ
ブな特徴が組み合わさった良連携といえよう。

3.3 出版社の論文投稿システムとの連携
Overleafには，Springer Nature，F1000Research

そしてeL i f eなどさまざまな出版社の論文投稿用
フォーマットなどが登録されている「Overleafギャ
ラリー」注5）がある。Overleafギャラリーから出版社
が提供する公式フォーマットをダウンロードできれ
ば，煩わしい原稿フォーマットの設定を省くことが
でき，執筆に専念できる。

特筆すべきは，公式フォーマットで書き終えた原
稿を，Overleafから直接出版社へ投稿できる点にあ
る（図3）。Overleafと連携している出版社・論文投
稿システムの事例として，生物化学分野のオープン
アクセス誌F1000ResearchとWellcome Open 
Re sea r chが 挙 げ ら れ る。Wel l come Open 
Researchとは，2016年に英国ウェルカム財団が開
設した，同財団から助成を受けた論文・データセッ

トなどを公開するための出版プラットフォームであ
る。このプラットフォームは，Overleafにいち早く
対 応 し たF1000 Re sea r chが 開 発 し て お り，
F1000Researchのプラットフォーム同様Overleaf
対応（公式フォーマット・投稿プロセス統合）が実
装されている。Overleaf上で書き終えた原稿は，画
面最上位にあるメニューバーから「Subm i t t o 
Wellcome Open Research」ボタンをクリックす
ることで，Wellcome Open Researchの論文投稿
システムに原稿と書誌情報が転送される。出版社は
Overleafの画面でコメントを付けるなどの校正作業
が可能となり，「return to author」ボタンをクリッ
クすれば著者に査読結果の通知が届く。

こうした出版社との論文投稿システム連携は
Overleafだけに限らない。生物医学分野のオープン
アクセス誌eLi feは，同社が利用する論文投稿システ
ムeJournalPressに対応する共同ライティングツー
ルを発表した。そこにはOverleafに加えAuthorea
など他の共同ライティングツールも挙げられてい
る6）。Editorial ManagerやScholarOneなどの論文
投稿システムもOverleaf連携に対応しており，論文
投稿システムと共同ライティングツールの連携は，
研究者・出版社にとって投稿プロセスの煩雑さを解
消するワークフローとして，今後ますます普及・発
展することが期待される。

図3　Overleafと出版社の論文投稿プロセス統合を表したワークフロー図

原典 ： https://www.overleaf.com/blog/344-overleaf-improves-the-author-experience-with-f1000research#.WKO6y2-LSUk

https://www.overleaf.com/blog/344-overleaf-improves-the-author-experience-with-f1000research#.WKO6y2-LSUk
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4. Overleafの可能性：ORCIDとの連携

OverleafはGoogle，Twitterそして研究者識別子
ORCIDなどの外部アカウントを利用してサインアッ
プできる。Overleafを単なる論文執筆のためのツー
ルとして利用するなら，どの外部アカウントで利用
登録しても差異はない。しかし論文執筆後の投稿・
出版プロセスを前提にした場合，ORCIDで認証する
ことは今後大きな意味をもつであろう。ORC IDは，
300万人以上の研究者がiDを取得し，600以上もの
機関や出版社のシステムが対応している学術情報流
通に欠かせない存在である7）。Royal Societyをはじ
めとするいくつかの学会・出版社は，2016年1月に
開設されたORCID Open Letterを通じて，いち早く
論文投稿時のORCID入力を義務化している。その後
も20以上の出版社が相次いでORCID義務化を表明し
ている。これらの学会・出版社では，論文投稿シス
テムにおけるORCID対応が進んでいる。

Editorial Managerを採用しているSpringerの
ジャーナル20誌では，Overleafに設定してある利用
者のORCIDを自動的に受け取るよう論文投稿プロセ
スを改良した注6）。今後このような対応を進める出版
社が増えていくことを前提にすると，研究者が論文
執筆の段階からORCIDを設定しておくことで，投稿・
出版プロセスがシームレス化し，学術情報流通がよ
りスムーズになることが期待できる。

5. おわりに

Overleafは，国別でみれば，米国，英国，ブラジ
ルの順で利用者が多く，上位3か国で全体の約40％
を占めており，日本の利用者数は全体の約1％に過ぎ
ない注7）。しかし前述したとおり，多くの出版社が論

文投稿システムとOver l ea fとの連携を進めており，
Overleafは，今後ますます国内外の出版社と研究者
へ広まっていくであろう。

共同ライティングツールの導入が始まりつつある
大学図書館の動向も見逃せない。パデュー大学（米国）
は1年間のパイロットテストの結果，利用者がより簡
単かつ合理的に論文の執筆ができ，またレビューに
か か る 時 間 を 節 約 で き る と 判 断 し， 今 後5年 間
Overleaf機関版を契約すると発表した8）。パデュー
大学のようにOverleaf機関版を導入している大学は
15機関ある（2017年2月22日現在）9）。機関の図書
館や研究支援部門は今後，Overleafのような共同ラ
イティングツール導入を通じて，研究者のライフサ
イクルをサポートすることが求められるであろう。

Wordなど従来のライティングツールから，学術
情報流通の既成概念を破壊しうる可能性を秘めた共
同ライティングツールへ。冒頭に記したアンケート
が5年後に実施されたとしたら，研究者からどのよう
な回答が示されるであろうか。興味深い結果を想像
しつつ，Overleafや他の共同ライティングツールと
学術情報流通を取り巻く今後の動向に注視していき
たい。

坂東 慶太（ばんどう けいた）　keita.bando gmail.com

ORCID: http://orcid.org/0000-0003-0485-8891

新時代のデジタルテクノロジーを基にした学術コミュニケーションを
研究者および図書館に啓蒙する活動に尽力しており，オープンアクセ
スおよびデジタル研究支援ツールに関するカンファレンス等で国内外
を問わず幅広く活動を行っている。Mendeley，Altmetr icそして
ORC IDなど多数の学術コミュニケーション・ツールの公式認定され
たアドバイザーやアンバサダーを務める。

http://orcid.org/0000-0003-0485-8891
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本文の注

注1)	 L aTeXとは，電子組み版ソフトウェアTeXの上に構築されたフリーの組み版処理システムである。LaTeXは，
TeXに比べて手軽に組み版を行うことができる。LaTeXは「ラテック」または「ラテフ」，TeXは「テック」ま
たは「テフ」と呼ばれることが多い。https://ja.wikipedia.org/wiki/LaTeX

注2)	 Digital Science社：研究に必要なサービスを数々提供するテクノロジー企業。https://www.digital-science.
com/

注3)	 WYSIWYG：ウィジウィグと呼ばれる，What You See Is What You Get（見たままが得られる）の頭文字を
とったコンピューター用語。印刷結果など最終的な仕上がりを画面上に表示して確認しながら編集できるという
概念や技術を意味する。https://ja.wikipedia.org/wiki/WYSIWYG

注4)	 米国のテクノロジーメディアGigaom（ギガ・オム）は，WriteLaTeXをGoogle Docs for researchersと称し
て，Digital Science社による買収を報道した。https://gigaom.com/2014/07/23/macmillan-invests-in-
google-docs-for-researchers-firm-writelatex/

注5)	 Overleafギャラリーには，利用者が作成した原稿も投稿することができる。https://www.overleaf.com/
gallery

注6)	 ORCIDを設定しているOverleaf利用者は約5,000人いる。https://www.overleaf.com/blog/453-growing-
adoption-of-orcid-on-overleaf-over-5-000-linked-orcid-accounts-and-four-orcid-badges#.WLdxpW-
LSUl

注7)	 Overleaf CEOのHammersley氏から情報をいただいた。
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Author Abstract

Nowadays Online LaTex Editors like Overleaf and Authorea are increasingly being launched. These editors, 
a new platform supporting researchers to get through the process of writing, posting and being published 
which university libraries do not give opportunities to them to the full extent, could fill in those possible 
discontinuities in the submission flow. I examine the future effect of "these collaborative writing and 
publishing tools which would possibly act beyond the call of duty of existing editors, and change the entire 
process of manuscript submission" on the publishers and research organizations who are involved in 
academic communications. I overview the brief characteristic and the function of this current typical 
collaborative writing tool service called Overleaf, then outlook required research support system of 
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